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立神峡だより
氷川町を全国に発信しましょう！

水難事故防止祈願祭（川開き）の開催

　水難事故防止対策連絡会議に引き続き、7月15日㈮立神熊野座神社において、藤本一臣町長を始め、町議会およ
び観光物産協会長など多くの参加者の皆さまが、今年も立神峡の河川などで一切の事故が無いようにと水難事故防
止の御祈願をしました。昨年は、幸いにも事故が無く安心しましたが、年々川の土砂が流出しているので、より深く急
傾斜となっています。また、川泳ぎはできないことになっておりますので、町民の皆さま、くれぐれもご注意ください。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

　7月1日にKAB（熊本朝日放送）からの取材を立神峡
里地公園において受け、7月6日午後4時にくまパワ「ま
ちの5じまん」で放送されました。前回の取材では「火打
石」体験で火を起こす要領が放映されましたが、今回は
ログハウスやロッジ、キャンプ場の利用案内が主で、夏
休みを前に予約の促進に一役かって頂きました。立神
峡公園や氷川町のことについて、県内に放映されること
はとても有り難いことです。こちらが用意していたドロ
－ンの映像もあり、迫力が一段と増しました。吊り橋の
ナイトイルミネ－ションの紹介もあり、氷川町のご自慢
の一つに数えて頂きました。
　残念ながら、今回の放送を見ることが出来なかった
人たちのために、朗報です。インターネットで視聴が可
能ですので、是非ご覧ください。
　[KAB]または［熊本朝日放送］で検索。くまパワ「まちの
5じまん」の放映日7月6日をクリックすると簡単に映像
が見ることが出来ます。立神峡のホームページからも
閲覧できますのでぜひアクセスください。
　氷川町を全国に紹介するためにも、町民の皆さまの
お力により、全国の親戚友人を通じて発信して欲しいと
思います。
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